
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進

企画政策課長  木下昇三

１．基本施策の平成30年度までの実現状況を明らかにする

行政の情報を積極的に、かつ分かりやすく伝えることにより、市民と行政が情報を共有し相互理解が図られ、総合計画の認

知度と活用度を高める仕組みを構築し、市民が地域のことを自ら考え、行動する「住民自治」の活動が全市域に広がるよう

、政策・施策が確実に展開されている姿をめざします。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

暮 総合計画を知っている人の割合

1 ら 20 30 40 50 50 Ｄ
％ 13.5

し 15.7 15 15.4 15.6 15.6 5.8

幸 滝沢市で幸せに暮らしている人の割合

2 62 64 66 68 68 Ｄ
％ 61

福 57.6 64.5 60.1 58.8 58.8 △31.4

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成30年度

06020100 総合計画に基づく政策の推進
暮

総合計画を知っている人の割合
1 ら

20 30 40 50 50 Ｄ
し ％ 13.5

15.7 15 15.4 15.6 15.6 5.8

06020100 総合計画に基づく政策の推進
幸

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合
2

62 64 66 68 68 Ｄ
福 ％ 61

57.6 64.5 60.1 58.8 58.8 △31.4
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４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進

企画政策課長  木下昇三

２．基本施策の実現に向けての平成30年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

・平成30年度は総合計画前期基本計画の最終年度であり、後期基本計画の策定年度であることから総合計画前期4年間の進
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がら進めました。

・総

:

合計画の市民の理解を

基

進めるために、毎年実

本

施しているアンケート

施

調査のほかにタキザワ

策

コレカラカイギの開催

:

やイベ

ントでの周知及

主

び子育て世帯へのアン

管

ケート調査などで意見

課

を聞くとともに、総合

長

計画の周知を行いまし

職

た。

・広報たきざわ、

・

ホームページ、ＳＮＳ

氏

において市の政策等を

名

知って頂くために情報

関

発信を行いました。特

係

にも、広報たき

ざわに

課

おいては、特集を増や

長

すことで市民へ市の政

職

策等の考えを伝えまし

・

た。

(２) 基本施策

氏

内の取り組みと方針の

名

うち、平成30年度の

(

重点課題の達成（実現

１

）状況
Ｂ 概ね達成した

)

【重点課題】

総合計画

 

後期基本計画の策定、

基

総合計画を基本とする

本

職員の仕事の進め方の

施

定着、総合計画の住民

策

への周知と理解

【重点

目

課題に対する達成状況

標

】

・後期基本計画策定

の

において、前期の評価

達

、環境分析等に多くの

成

職員が参加することで

（

計画を基本とした仕事

実

の進め方の定

着を図る

現

とともに、ﾀｷｻﾞﾜ

）

ｺﾚｶﾗｶｲｷﾞやｲ

に

ﾍﾞﾝﾄでのPRを実

向

施し市民への計画の周

け
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政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)

様式Ｆ 最終更新日：令和 元年 7月26日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針評価書

０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０２ 住民自治につながる総合計画の確実な推進

企画政策課長  木下昇三

06020100  総合計画に基づく政策の推進
1

5,915 5,065 △14.4

06020200  市民満足につながる行政改革の推進
2

0 0 0.0

06020300  新たな価値創造のための連携の推進
3

1,450 450 △69.0

06020400  積極的なＰＲと対話による情報の共有
4

17,736 17,686 △0.3


